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西
蒲
田
在
住
、
相
生
小
・
御
園
中
学

校
卒
業
と
い
う
古
山
稀
絵
（
一
九
九
七

―
）
さ
ん
は
、
現
在
、
日
本
体
育
大
学

大
学
院
で
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ス

ク
を
専
攻
さ
れ
て
い
ま
す
。 

相
生
小
学
校
の
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
＝
竹

山
さ
ん
（
蓮
沼
駅
横
の
自
転
車
店
主
）

の
話
に
よ
る
と
、
当
時
、
た
ま
た
ま
訪

れ
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
自
転
車
の
営
業
マ

ン
が
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
中
学
生

の
古
山
さ
ん
の
素
質
を
見
出
し
、
ト
ラ

ッ
ク
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
を
勧
め
た 

           

 

 

の
が
ル
ー
ツ
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

大
学
在
学
中
に
は
日
本
体
育
大
学
の

女
子
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
優

勝
に
貢
献
し
た
古
山
選
手
。
そ
の
間
の

海
外
に
お
け
る
成
績
を
追
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。 

 

二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
七
ー
一
八
Ｕ 

Ｃ
Ｉ
ト
ラ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
第
二 

戦
女
子
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
で
史
上

初
の
三
位
に
入
賞
。 

二
〇
一
八
年
、
ア
ジ
ア
自
転
車
競
技 

選
手
権
大
会
女
子
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー

ト
で
は
見
事
に
優
勝
！ 

タ
イ
ム
＝
四

分
二
二
秒
一
三
八
は
、
日
本
及
び
ア
ジ

ア
記
録
を
更
新
す
る
も
の
で
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
の
ア
ジ
ア
選
手
権
二
〇

一
九
で
は
、
二
人
一
組
の
ペ
ア
で
交
代

し
な
が
ら
走
る
マ
デ
ィ
ソ
ン
で
優
勝
。

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
選
手
権
二
〇
二
〇
で

は
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
優
勝
、
個
人
と
し
て

も
ア
ジ
ア
の
女
王
に
輝
き
ま
し
た
。 

 
 古

山
選
手
が
「
私
が
専
門
と
す
る
ト

ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
の
チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー

ト
は
、
チ
ー
ム
四
人
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
走
る
種
目
で
す
」
と
言
う
よ
う
に
、

こ
の
競
技
は
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一

チ
ー
ム
四
名
で
走
っ
て
タ
イ
ム
を
競
う

も
の
で
、
空
気
抵
抗
に
よ
る
減
速
と
疲

労
を
避
け
る
た
め
、
順
番
に
先
頭
交
代

し
、
三
番
目
の
選
手
の
前
輪
前
端
で
タ

イ
ム
を
計
測
し
ま
す
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
競
技
は
、

ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
と
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
（
バ
イ

シ
ク
ル
・
モ
ト
ク
ロ
ス
）
の
四
種
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
東
京
大
会
二
〇
二
〇
で

最
も
種
目
数
が
多
い
の
は
（
外
側
が
高

い
）
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
、
チ
ー
ム
パ

ー
シ
ュ
ー
ト
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
、
日
本
発

祥
の
ケ
イ
リ
ン
な
ど
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ

六
種
目
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

東
京
大
会
二
〇
二
〇
で
は
マ
デ
ィ
ソ

ン
の
日
本
代
表
の
補
欠
に
選
出
。「
目
の

前
の
チ
ケ
ッ
ト
を
逃
し
た
こ
と
は
大
変

悔
し
い
」
で
も
「
い
つ
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
て
も
万
全
の
状
態
で
対
応
で
き

る
よ
う
、
日
々
練
習
に
励
み
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

 

古
山
選
手
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待

し
て
、
皆
さ
ん
で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

ょ
う
。 

（
取
材 

飯
嶋
委
員
） 

  

第７６号 

 

わ
が
ま

ち

の
顔
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ダ
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古
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多
摩
川
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

渡
し
は
い
く
つ
あ
っ
た
か
？ 

多
摩
川
の
渡
し
は
、
上
流
の
青
梅
か 

ら
羽
田
付
近
ま
で
四
〇
余
か
所
の
船
に 

よ
る
〝
渡
し
跡
〟
が
確
認
さ
れ
て
い
ま 

す
が
、
ほ
か
に
も
、
水
量
の
少
な
い
冬 

期
だ
け
の
も
の
や
、
対
岸
の
農
地
に
行 

く
た
め
の
小
規
模
な
渡
し
も
あ
っ
た
よ 

う
で
す
。 

 

そ
の
う
ち
、 

 

大
田
区
に
含
ま
れ
る
の
は
？ 

 

七
か
所
で
す
。
街
道
筋
の
「
六
郷
の 

渡
し
」
や
「
丸
子
の
渡
し
」
な
ど
を
除 

け
ば
、
寺
社
信
仰
を
兼
ね
た
江
戸
庶
民 

の
行
楽
上
の
利
用
が
多
く
、
そ
の
様
子 

は
浮
世
絵
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１ 

羽
田
の
渡
し 

 

渡
し
の
運
営
者
の
名
を
と
っ
て
「
六 

左
衛
門
の
渡
し
」
と
も
い
い
、
そ
の
起 

源
は
不
明
で
す
が
、
川
崎
大
師
参
詣
の 

             
要
路
で
し
た
。 

 
大
田
区
側
の
跡
は
、
現
在
の
羽
田
二 

丁
目
三
二
番
付
近
。 

２ 

大
師
の
渡
し 

 

開
業
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
。 

羽
田
の
渡
し
に
対
し
て
「
新
渡
し
」
と 

呼
ば
れ
、
当
初
農
作
業
の
た
め
に
設
け 

ら
れ
ま
し
た
が
、
川
崎
大
師
及
び
対
岸 

か
ら
の
穴
森
稲
荷
参
拝
に
も
便
利
で
あ 

り
、
の
ち
川
崎
の
工
場
労
働
者
の
利
用 

も
あ
っ
て
、
人
力
車
二
台
に
二
、
三
〇 

人
が
乗
れ
る
大
き
な
船
が
使
わ
れ
て
い 

た
そ
う
で
す
。 

 

大
田
区
側
の
跡
は
、
現
在
の
本
羽
田 

三
丁
目
二
三
番
付
近
。 

３ 

六
郷
の
渡
し 

東
海
道
往
来
の
要
で
、
始
ま
り
は
前 

述
の
よ
う
に
貞
享
五
年
に
遡
り
ま
す
。 

 

常
時
一
〇
余
隻
の
船
で
旅
人
や
荷
馬 

を
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
船
の
大
き
さ
は 

                         

長
さ
四
間
（
七
・
二
ｍ
）
、
幅
一
間
半 

（
二
・
七
ｍ
）
、
高
さ
一
尺
五
寸
（
〇
・ 

四
五
ｍ
）
が
標
準
で
、
船
底
は
平
底
。 

馬
を
乗
せ
る
馬
船
は
か
な
り
大
き
か
っ 

た
よ
う
で
す
。
船
頭
は
、
先
端
に
鋼
鉄 

の
石
突
を
つ
け
た
竿
を
川
底
に
差
し
て 

前
に
進
み
、
竿
の
長
さ
は
水
量
に
応
じ 

て
三
種
類
を
使
い
分
け
ま
し
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
、
地
元
の 

鈴
木
左
内
に
よ
っ
て
六
郷
橋
が
架
け
ら 

れ
、
渡
船
一
八
六
年
間
の
幕
を
閉
じ
ま 

す
。
し
か
し
、
こ
の
「
左
内
橋
」
も
四 

年
後
に
流
失
。
架
橋
組
合
な
ど
が
挑
戦 

し
ま
す
が
流
失
を
繰
り
返
し
、
橋
が
な 

い
と
き
は
船
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
堤 

防
間
を
結
ぶ
本
格
的
な
六
郷
橋
が
完
成 

を
見
た
の
は
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二 

五
）
の
こ
と
で
す
。 

 

当
時
人
気
の
古
川
薬
師
（
安
養
寺
） 

に
近
く
、
ま
た
、
明
治
元
年
（
一
八
六 

八
）
明
治
天
皇
が
江
戸
入
り
の
さ
い
、 

二
三
隻
の
〝
船
橋
〟
に
よ
っ
て
多
摩
川 

を
渡
っ
た
と
い
う
「
明
治
天
皇
六
郷
渡 

御
碑
」
が
六
郷
橋
詰
に
あ
り
ま
す
。 

 

大
田
区
側
の
跡
は
、
現
在
の
仲
六
郷 

四
丁
目
二
九
番
付
近
。 

４ 

小
向
の
渡
し 

 

も
と
大
田
区
側
に
あ
っ
た
小
向
村
が
、 

多
摩
川
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
川
崎
市
側 

に
。
飛
び
地
と
な
っ
た
大
田
区
側
の
農 

地
に
行
く
た
め
の
渡
し
で
し
た
。 

 

川
崎
市
側
の
跡
は
、
ラ
ジ
オ
電
波
塔 

の
辺
り
。
大
田
区
側
は
そ
の
対
岸
。 

５ 

矢
口
の
渡
し 

 

鎌
倉
街
道
の
渡
し
場
と
し
て
交
通
の 

要
衝
で
し
た
。
『
太
平
記
』
に
、
延
文 

三
年
（
一
三
五
八
）
、
こ
こ
で
新
田
義
興

が
討
死
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

以
前
に
矢
口
の
渡
し
は
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
所
も
今
の
新
田
神

社
付
近
で
、
多
摩
川
は
今
よ
り
東
へ
大 

多
摩
川
の
渡
し 

 
 

 
 
 
 

か
つ
て
多
摩
川
に
橋
は
な
か
っ
た
！ 

 

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
、
家
康
が
多
摩
川
の
六
郷
に
「
大
橋
」（
長
さ
一
二
〇
間 

＝
約
二
一
六
ｍ
）
を
架
け
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
は
堤
防
が
な
く
流
路
自
在
の
〝
暴 

れ
川
〟
と
し
て
知
ら
れ
た
多
摩
川
の
こ
と
、
架
け
た
橋
も
洪
水
時
に
は
流
失
と
い
う 

架
設
・
流
失
の
繰
り
返
し
…
…
そ
の
費
用
負
担
に
耐
え
か
ね
た
幕
府
は
、
貞
享
五
年 

（
一
六
八
八
）
の
流
失
を
機
に
、
遂
に
橋
の
架
け
替
え
を
断
念
し
ま
す
。 

 

以
降
「
六
郷
の
渡
し
」
と
な
っ
て
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
再
架
橋
に
至
る 

 
 

ま
で
一
八
六
年
間
、
多
摩
川
に
橋
は
な
い
状
態
が
続
い
た
の
で
し
た
。 

番号 名称 廃止年 廃止の理由 

１ 羽田の渡し 昭和 14 年 大師橋の架設 

２ 大師の渡し 昭和 14 年 大師橋の架設 

３ 六郷の渡し 明治 ７年 左内橋（六郷橋の前身）の架設 

４ 小向の渡し 大正 10 年 都市化 

５ 矢口の渡し 昭和 24 年 多摩川大橋の架設 

６ 平間の渡し 昭和 ６年 瓦斯人道橋（ガス橋の前身）の架設 

７ 丸子の渡し 昭和 10 年 丸子橋の架設 

 
多摩川の渡し(大田区内７か所) 番号は河口からの順である 
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き
く
湾
曲
し
て
お
り
、
現
在
〝
跡
碑
〟 

の
あ
る
辺
り
に
な
っ
た
の
は
江
戸
中
期 

以
降
と
い
わ
れ
ま
す
。 

歌
舞
伎
『
神
霊
矢
口
の
渡
』
に
よ
り
、 

新
田
神
社
の
参
拝
客
で
賑
わ
っ
た
区
内

最
後
の
渡
船
場
で
し
た
。 

 

な
お
、
東
急
多
摩
川
線
「
矢
口
渡
」 

の
駅
名
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
、 

「
矢
口
」
か
ら
の
改
称
で
す
。 

 

大
田
区
側
の
跡
は
、
現
在
の
矢
口
三 

丁
目
一
七
番
付
近
。 

６ 

平
間
の
渡
し 

 

記
録
に
よ
れ
ば
、
水
量
の
少
な
い
一 

〇
月
か
ら
三
月
は
仮
橋
を
つ
く
り
、
渡 

船
場
付
近
を
「
萩
原
瀬
」
と
呼
ん
で
い 

た
そ
う
で
す
。
渡
し
の
始
ま
り
は
か
な 

り
古
い
と
思
わ
れ
、
渡
し
に
繫
が
る
平 

間
街
道
は
池
上
道
と
か
品
川
道
と
呼
ば 

れ
て
、
鵜
の
木
光
明
寺
や
池
上
本
門
寺 

の
参
拝
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

下
平
間
村
の
百
姓
＝
軽
部
家
に
滞
在 

し
た
大
石
内
蔵
助
一
行
が
、
こ
の
渡
し 

を
経
て
江
戸
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
、
ま 

た
、
近
郷
の
農
家
が
野
菜
を
江
戸
に
出 

荷
す
る
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

大
田
区
側
の
跡
は
ガ
ス
橋
か
ら
一
〇 

〇
ｍ
ほ
ど
下
流
で
、
碑
の
位
置
は
川
崎 

側
の
中
原
区
上
平
間
三
八
〇
。 

７ 

丸
子
の
渡
し 

 

平
塚
～
江
戸
を
結
ぶ
中
原
街
道
に
か 

か
り
、
多
摩
川
の
渡
し
で
は
最
も
古
い 

と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

家
康
の
江
戸
入
り
や
初
期
の
参
勤
交 

代
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
も
相 

模
国
の
物
産(

平
塚
の
お
酢
や
秦
野
の 

タ
バ
コ
、
大
山
の
薪
炭
な
ど
）
搬
入
の 

道
で
、
渡
し
の
船
は
四
隻
、
こ
こ
で
は 

夜
間
も
運
航
し
た
そ
う
で
す
。
一
〇
月

か
ら
三
月
ま
で
は
橋
が
架
け
ら
れ
歩
き

ま
し
た
。 

こ
の
渡
し
の
共
同
運
営
者
＝
大
貫
家 

は
岡
本
か
の
子
の
実
家
で
、
彼
女
の
短 

歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

多
摩
川
の
清
く
冷
く
や
は
ら
か
き 

 

水
の
こ
こ
ろ
を
誰
に
語
ら
む 

 

大
田
区
側
の
跡
は
、
現
在
の
田
園
調 

布
本
町
三
一
付
近
。 

● 

む
す
び 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
多
摩
川
で
「
船
渡
し
」 

に
終
始
し
た
の
は
〝
暴
れ
川
〟
に
対
応 

す
る
た
め
で
し
た
。
ま
た
、
江
戸
の
防

備
と
い
う
軍
事
上
の
理
由
が
あ
り
、
さ

ら
に
火
事
の
多
か
っ
た
江
戸
へ
、
上
流

か
ら
伐
採
し
た
木
材
を
運
ん
だ
〝
筏
の

川
流
し
〟
に
、
橋
脚
が
邪
魔
で
あ
っ
た

か
ら
と
も
い
わ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
橋
の
な
い
川
を
渡
る
場
合
の 

方
法
と
し
て
は
、
ほ
か
に
、
川
越
人
足

の
助
け
で
肩
車
や
輦
台
（
れ
ん
だ
い
）

で
渡
る
「
徒
歩
（
か
ち
）
渡
し
」
、
船
を

つ
な
ぐ
特
例
「
船
橋
渡
し
」
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
雨
で
川
が
増
水 

し
た
場
合
〝
川
留
め
〟
さ
れ
た
の
は
、 

皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。 

（
取
材 

山
口
委
員
） 

上▼六郷の渡し（広重画） 

対岸は川崎宿で旅籠 72 軒と 

いわれた 

 

下▼右＝六郷の渡し跡標識板  

(北野天神境内) 

中＝矢口の渡し跡碑  

(東八幡神社境内) 

河原に降りた所に標識版がある 

左＝羽田の渡し跡碑  

(羽田二丁目) 
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●
『
か
ま
に
し
１
７
』
と
は 

 

本
紙
『
か
ま
に
し
１
７
』
は
平
成
一 

三
（
二
〇
〇
一
）
年
九
月
一
日
に
創
刊 

さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
蒲
田
西
地
区
の 

地
域
情
報
紙
で
、
こ
の
地
区
に
は
自
治 

会
・
町
会
が
一
七
あ
る
こ
と
を
表
し
て 

い
ま
す
。
年
四
回
の
発
行
。 

 

大
田
区
に
は
特
別
出
張
所
単
位
で
一 

八
の
地
区
が
あ
り
、
各
地
区
が
そ
れ
ぞ 

れ
独
自
の
情
報
紙
を
発
行
し
て
い
ま
す 

が
、
本
紙
の
場
合
は
Ａ
４
判
（
Ａ
３
判 

二
つ
折
）
・
４
ペ
ー
ジ
構
成
で
、
次
の 

よ
う
に
編
集
内
容
を
決
め
て
い
ま
す
。 

Ｐ
１
「
わ
が
ま
ち
の
顔
」 

 

…
一
五
字×

三
三
行×

三
段 

 

（
表
題
・
写
真
含
む
、
以
下
同
じ
） 

Ｐ
２
～
３
「
特
集
」 

 

…
一
五
字×

三
三
行×

八
段 

Ｐ
４
「
ご
存
知
で
す
か
」 

 

…
一
五
字×

三
三
行×

三
段 

 

（
本
号
は
特
例
で
す
） 

●
読
者
の
皆
様
へ
、
お
願
い 

 

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影 

響
で
、
本
号
の
発
行
が
二
号
分
遅
れ
た 

こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。 

 
 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
本
紙
が
創
刊
以 

 

   

 

来
一
九
年
、
七
六
号
を
か
さ
ね
て
今
日 

に
至
る
の
は
読
者
皆
様
の
お
か
げ
と
、 

あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
し
だ
い
で
あ
り 

ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
過
去
何
回
か
皆
様
か 

ら
の
投
稿
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、 

さ
ら
に
皆
様
の
思
い
を
本
紙
に
生
か
せ 

る
よ
う
に
、
次
の
と
お
り
お
願
い
し
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

 
読
者
の
皆
様
の
お
手
元
に
本
紙
に
掲 

載
希
望
の
原
稿
や
テ
ー
マ
が
あ
る
場
合
、 

所
属
さ
れ
る
自
治
会
・
町
会
選
出
の
本 

紙
編
集
委
員
（
次
掲
）
に
ご
連
絡
く
だ 

さ
い
ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
を
受
け
て
、 

ど
の
よ
う
に
掲
載
す
る
か
、
ま
た
取
材 

方
法
等
に
つ
い
て
も
相
談
さ
せ
て
い
た 

だ
き
ま
す
。 

 

読
者
の
皆
様
と
本
紙
が
一
層
繫
が
る 

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
編
集
委
員
会
） 

●
『
か
ま
に
し
１
７
』
編
集
委
員 

西
蒲
田
一
丁
目
町
会 

石
渡
咲
子
・
国
廣
恒
二 

西
蒲
田
二
・
三
丁
目
自
治
会 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森 

俊
夫 

西
蒲
田
四
丁
目
町
会 

 
 

 
 

 
 

屋
代
絋
征
・
池
貝
雅
江 

 

西
蒲
田
女
塚
町
会 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

池
田
き
み
子 

西
蒲
田
六
丁
目
自
治
会 

伊
藤
多
佳
子
・
深
井
英
明 

蒲
田
西
口
町
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

柳
通
勝
麿 

西
蒲
田
七
丁
目
御
園
町
会 

飯
嶋
宏
之
・
下
山
恵
美
子 

西
蒲
田
八
丁
目
町
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

横
山
方
子 

御
園
自
治
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
田
鉄
男 

新
蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

伊
藤
孝
一
・
山
口
博
美 

東
矢
口
一
丁
目
町
会 

小
林
自
治
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤
悦
子 

安
方
北
町
会 

高
橋
晴
美
・
近
藤
邦
子 

安
方
南
町
会 

 
 

 
 

 
 

大
良
美
臣
・
岡 

和
雄 

多
摩
川
二
丁
目
町
会 

 
 

 
 

 
 

原 

哲
夫
・
山
田 

勉 

道
塚
自
治
会 

横
山
智
恵
子
・
伴
野
正
弘 

ト
ミ
ン
多
摩
川
二
丁
目
自
治
会 

蒲
田
西
特
別
出
張
所 

 
 

 
 

 
 

堀
江
正
樹
・
上
管
章
仁 

 
 

●
訃
報 

本
紙
発
展
に
ご
尽
力
頂
い
た
副
編
集
長

の
山
﨑
修
弘
氏
が
７
月
２
日
に
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

就
任
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

蒲
田
西
特
別
出
張
所
長 

堀
江 

正
樹 

 

本
年
四
月
一
日
付
け
で
出
張
所
長
に 

就
任
い
た
し
ま
し
た
堀
江
正
樹
で
ご
ざ 

い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
の
影
響
で
か
つ
て
な
い
状
況
下 

で
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様 

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
先
を
見
通
せ
な 

い
中
で
ご
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
て
い 

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
出
張 

所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の
お
気 

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
職
員
一
同
、 

全
力
で
地
域
の
安
心
・
安
全
の
実
現
に 

向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

活
気
あ
ふ
れ
る
蒲
田
西
地
区
で
勤
務 

で
き
る
こ
と
は
小
職
の
誇
り
で
ご
ざ
い 

ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
・
ご
鞭 

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 32 , 3 66 人  

女 29 , 948 人  

計 62 , 314 人  

世帯 36 , 0 20 世 帯  

ご
存
知
で
す
か
？ 

読 

者 

の 

皆 

様 

へ 


